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再生プラスチックの品質評価 

再生プラスチックの塩素分析、主成分分析、定量NMR法による純度分析をお引き受けいたします。 

再生プラスチックの品質評価 

Cat.No 3E4J-009-02-200522 

PP-M1（REC）模擬製品のNMR測定チャート 核磁気共鳴装置（NMR） 

当社の品質評価試験の特長 

純度分析の例 

● 信頼性の高い純度値を早期にご提供いたします（検体提出から1週間で速報）。

● 試験項目、試験方法等は以下のとおりです。

試料を凍結粉砕して溶解後、NMRで測定し、得られた積分値、試料重量を用いて、内標準法により純度を求めます。 

試験項目 品質基準 方法 測定頻度・報告頻度 

塩素分 再商品化製品利用事業者の提
示する品質規格を遵守すること
とし、 0.3％以下であること 

燃焼－イオンクロマトグラフ法 1回／3ヵ月毎に測定、3ヵ月毎
に報告 

主成分 再商品化製品利用事業者の提
示する品質規格を遵守すること
とし、 90％以上であること  

溶媒溶出－重量法 1回／3ヵ月毎に測定、3ヵ月毎
に報告 

純度 
（PP単体、PE 
単体の純度分析） 

ISO 18263-1 1H NMR法 随時 

秤量 溶解 NMR測定 純度計算 凍結粉砕 

（1） プラスチック製容器包装再商品化製品品質基準

プラスチック製容器包装再商品化製品の品質について品質基準が設けられ、再生処理事業者に対して再商品化製品

の品質測定が義務付けられています。

『公益社団法人 日本容器包装リサイクル協会、プラスチック製容器包装再生処理ガイドライン』

（2） ISO 18263に基づく再生材の分類と規格化

容器包装プラスチック類から製造したポリエチレン（PE）又はポリプロピレン（PP）再生材料については、 ISO 18263に基

づく再生材の分類(規格化)が始まっています。分類ごとにPPもしくはPEまたは両方の組成値が示されています。

● 再生プラスチックの品質評価が以下のとおり必要となってきております。


	スライド番号 1



